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琉球大学医学部医学科同窓会報 Vol.23 №２平成27年12月１日 南 風（ふぇ～）

　琉球大学医学部医学科同窓会会報誌『南風Vol.23．No.2』の編集は６期生が担当しました。実際に６期生が担当した業務は、

同期への近況報告の原稿依頼とその回収作業でした。その他の原稿は、同窓会役員会・評議員会において各原稿の依頼先が決まっ

ておりましたので、ご快諾いただき御執筆・御寄稿頂いた皆様、編集の実務一般に尽力頂いた同窓会事務局に感謝申し上げます。

　さて、『南風Vol.23．No.2』はとても読み応えのある内容になっています。琉球大学名誉教授（現佐世保同仁会病院院長）

齊藤厚先生による『ふん線虫症撲滅奮戦記』には、本年ノーベル医学生理学賞を受賞された北里大学特別栄誉教授の大村智

博士と琉球大学との研究の歴史が沖縄県民の大きな感謝と喜びの気持ちとともに表されています。ネパール大地震災害支援

につきましては、同窓会として募金をお願いしています。皆様の温かい御協力を宜しくお願い致します。大変喜ばしいニュー

スもありました。今年度は、同窓生から５名の准教授が誕生しています。琉球大学医学部医学科の益々の発展が期待されます。

平成27年度の同窓会総会では、同窓会会費の終身会費制度の導入が承認されました。このように、盛りだくさんの充実した

会報誌になっておりますので、是非ご一読下さい。　　　　　　　　　　　　　　（編集担当世話人　６期生　崎間　敦）

編集後記

　平成27年７月19日琉球大学医学部医学科同窓会総会の後に、19期卒後10周年記念同期会がラグ

ナガーデンホテル13階ユーズバーで行われました。

　19期の評議委員は、喜友名君、小禄君、私の３名ですが、仕事が遅くて直前の案内であったにも

かかわらず県内外から21名が参加してくれました。

　県内の病院で一緒に働いたことのある同期もいれば、卒業以来本当に10年ぶりに会うメンツもい

たり、昼から高層階でお酒を飲みながら近況報告や懐かしい話に花を咲かせていました。

　子ども連れで参加してくれたメンバーもいて、若い頃は落ち着きのなかったのに立派に親の顔に

なっていたり、学生の頃は皆バカばっかりやっていたのに久しぶりに会うと医師という職業が皆

すっかり馴染んできていて、大人になったんだなぁと感じました。

　次回卒後20年同期会もまた楽しく、今回よりもさらに盛大に開催できることを願っています。

　また同期会開催にあたり同窓会事務局の上原さんには色々とお世話になりました。いつもいつも

何かと助けてくださってありがとうございます。

　今後も皆様のご健勝、ご活躍と琉球大学医学部医学科同窓会のますますの発展を祈念いたします。

同期会幹事　高江洲　美　香（中頭病院　整形外科）

琉球大学医学部医学科19期同期会


